
ト
リ
ド
ー
ル
持
続
可
能
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト 

第
4
回
優
勝
チ
ー
ム（
文
教
大
学
）協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

伝
統
技
術
・
漆
塗
の
伝
承  

能
登
半
島
地
震
復
興
支
援

二
〇
二
四
年 

元
旦
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半
島
地
震
は
、地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

多
く
の
人
々
が
今
も
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

復
興
の
道
の
り
は
長
く
、日
常
を
取
り
戻
す
に
は
継
続
的
な
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

重
要
無
形
文
化
財「
輪
島
塗
」の
生
産
地
で
あ
る
輪
島
市
で
は
、輪
島
塗
の
工
房
が
失
わ
れ
、

職
人
た
ち
の
流
出
・
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ト
リ
ド
ー
ル
持
続
可
能
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
文
教
大
学
の

企
画
内
容
に
も
と
づ
い
て
、被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
と
伝
統
工
芸
の
伝
承
を
目
的
に
、

輪
島
市
の
職
人
た
ち
が
手
掛
け
た
漆
塗
の
箸
を
販
売
。そ
の
売
上
を
全
額
寄
付
す
る
取
り
組
み
で
す
。

漆
塗
と
は
、
ウ
ル
シ
ノ
キ
か
ら
採

取
さ
れ
る
樹
液
（
漆
）
を
材
料

に
、
器
物
や
建
物
の
表
面
に
塗

布
し
て
仕
上
げ
る
日
本
の
伝
統

技
術
、
お
よ
び
そ
の
工
芸
品
の

こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
も
、輪
島
塗
（
わ
じ

ま
ぬ
り
）
は
、
石
川
県
輪
島
市

で
作
ら
れ
る
漆
器
で
、
天
然
木

の
木
地
に
、
天
然
漆
と
微
生
物

の
化
石
で
あ
る
珪
藻
土
を
細
か

く
砕
い
た
「
地
の
粉
」
を
混
ぜ

た
下
地
を
幾
重
に
も
塗
り
重

ね
、
他
の
漆
器
に
は
な
い
高
い

堅
牢
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

香川県が面している瀬戸内海をイメージ
した波模様。扇状の形にあやかった「末
広がりの幸運」や「続く幸せ」を願う縁
起の良い柄です。

ま
た
、
漆
の
上
に
金
銀
粉
を
撒

く「
蒔
絵（
ま
き
え
）」
や
、漆

面
に
彫
刻
を
施
し
、
金
箔
を
埋

め
込
む
「
沈
金
（
ち
ん
き
ん
）」

と
い
っ
た
、
繊
細
で
華
や
か
な

加
飾
技
法
も
特
長
で
、
丈
夫
さ

と
華
麗
さ
を
生
み
出
す
技
術

は
、
全
国
の
漆
器
で
初
め
て
国

の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
箸
は
、軽
く
丈
夫
な「
米

ヒ
バ
」を
木
地
に
、
輪
島
塗
の

技
術
を
用
い
て
、
職
人
が
一
つ
一

つ
手
作
業
で
作
っ
た
丈
夫
で
美

し
い
塗
箸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今回ご協力
いただいた工房

岩多箸店は、石川県輪島市で塗箸の

製造・販売をしている製造メーカー

です。輪島塗の伝統的な技術を用い、

工程のほとんどを手作業で行ってい

ます。こうしてできた塗箸は、軽さ

と丈夫さがあり、誰でも使いやすく、

輪島塗の加飾技法で施された美しさ

も兼ね備えています。

丸
亀
製
麺

   

　特
製
箸

漆
塗
・
輪
島
塗
に
つ
い
て

箸
に
込
め
た
思
い

黄色の漆が塗ってある上から、緑の漆を塗り重ねているところ箸に金粉をつける工程

青海波（せいがいは）

丸亀市の伝統工芸品である丸亀うちわの
模様。輪島塗の技術で施される丸亀うち
わモチーフは、ここだけの特別な伝統工
芸のコラボレーションとなっています。

団扇（うちわ）

丸
亀
製
麵
に
関
わ
り
の
あ
る

香
川
県
丸
亀
市
に
ち
な
ん
だ

モ
チ
ー
フ
を
施
し
た

こ
こ
だ
け
で
買
え
る

特
別
な
塗
箸
で
す
。

モチーフについて


